
         

 

    

 

 

                                                                                                       

                         

     

 

 

 

 

✿今月の旬な本 

     ◇5/3 は憲法記念日・・・『十代のきみたちへ―ぜひ読んでほしい憲法の本―』（日野原重明・著） 

      今は亡き日野原医師が 102歳の時に記した、憲法についてわかりやすく書かれた本です。 

「命を大切にする、命を守る大人になってほしい」という日野原さんの意思が伝わってきます。       

     ◇朝ドラは日本史上初の法曹界に飛び込んだ女性の物語・・・『生きるために必要な法律の話』（木村真実・著） 

      インターネットのトラブル、学校でのトラブル、家庭でのトラブルなど、大人になる前に知ってほしい 

法律の話が満載。中高生の時期に出会うであろう悩みや不安に、弁護士が回答しています。参考になります。 

     ◇パリ五輪での選手の公式ウエアがお披露目・・・『名画の秘密をさぐる 印象派』（Ｙ・バイエ・著） 

      このウエアは「パリの日の出」をイメージしたそうです。太陽の光が朝もやの中で真っ赤に輝く美し 

      い夜明けを画家モネは『印象 日の出』という絵画で表現しました。この機会に印象派について知識を。 

✿中学校の図書委員会便り 

    ☆委員長・・大久保里胡さん ☆副委員長・・出津美晴さん ☆書記・・陳誉嘉さん ☆担当・・川村美鈴先生 

    ☆活動計画 ①朝読書の習慣づけの手助けを目的とし、学級文庫をクラスに設置。 

三冊から７冊くらいを委員が選書して覆面本として（カバーで覆い中身が分からないようにして 

コメントを表に書く）各クラスに置き、管理・返却をする。 

          ②来館者にお薦め本を書いてもらい、共生図書館に掲示。 ③図書館便りの教室への掲示を担う。 

    ☆「こんな人へこんな本を・・・」コーナー（第１回は大久保里胡委員長です） 

      中世ヨーロッパ好き・友情物語好きな人へ  『王妃の帰還』柚木麻子・著 

     ☆学級文庫の覆面本２冊を紹介  楽しい本は覆面を付けてやってくる！  

    ①「ホップ」する？ 「４の大根」？それって一体、何なの？ 「ＭＣＭＬＸＸＸＶＩ」？これは何をあらわ 

しているの？ふしぎな夢の世界を旅しよう。（『数の悪魔 算数・数学が楽しくなる１２夜』の覆面です） 

    ②日常で疑問に感じているけれど答えの分かっていなかった事が分かるようになる本です！ 

                         （『いきなりサイエンス 』西山志緒・著の覆面です） 

                                                                                   

日 月 火 水 木 金 土

１
正○
共◎

２
正○
共◎

３
休館

４
休館

５
休館

６
休館

７
正○
共◎

８
正○
共◎

９
正○
共◎

１０
正○
共◎

１１
休館

１２
休館

1３
正○
共◎

14
正○
共◎

15
正○
共◎

16
正○
共◎

17
正○
共◎

１８
共△

１９
休館

２０
正○
共◎

２１
正○
共◎

２２
正△
共◎

２３
正○
共◎

２４
正△
共◎

２５
休館

２６
休館

２７
正○
共◎

２８
正○
共◎

２９
正○
共◎

３０
正△
共◎

３１
正△
共◎

6/1
正休
共△

★５月の開館予定表 （変更になることもあります） 開館時間   

正（正道館学習室） 共（共生図書館） 

〇7：00～17：00  ◎9:00～19：30  △8：30～17：00 

★５月の開館予定（変更になることもあります） 

 明照学園 樹徳高等学校・中高一貫校       令和６年５月       
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名著『岩宿の発見』（相澤忠洋・著） 

みどり市は日本に旧石器時代があったこと

を発見した相澤忠洋氏の功績を称え映画製作

する事を発表。 

その相澤さんの自伝です。 

古書店で買った１冊の本が 

ボロボロになるまで、勉強 

した姿に心打たれます。 

 

5/18（土）開館します 

✿ホームページ「野口理事長コラム」からの抜粋記事です（読売新聞コラム「4/23・子ども読書の日」にちなんで） 

「私たちは肉体を維持するのに３食を正しくとるが、心のために栄養をとっているだろうか。食事をするように読書をすべ

きです。」（ルイス・キャロル）この講演録から「３食はともかく読書の栄養を１食はとるべき」と語っておられます。 


